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要旨　脳血流定量画像を作成する場合 Patlak plot 法や BUR 法を用いて平均脳血流量 (mCBF) を求め

た後，SPECT 画像の基底核を含むスライスを選択し，その mCBF 値を利用して局所脳血流定量画像を

作成している．近年，局所脳血流解析ソフトウエア “3DSRT” を用いて局所脳血流値を再現性よく算出

することが可能となっている．しかしこの場合，定量 SPECT 画像作成において，基底核を含むスライ

ス選択と閾値の設定が術者にゆだねられていることから，局所の脳血流値がばらつくことが報告されて

いる．今回，その基底核を含むスライスの選択を SPM’99 を用いた解剖学的標準化を行い，関心領域の

設定を 3DSRT 処理後に行うことで，脳血流定量画像作成に対し，局所脳血流定量値である 3DSRT の

結果の精度も向上した．この方法は，従来の方法で作成された局所脳血流量とも近似しており，現在の

臨床的な評価を変更することなく，使用できる定量解析法であると考えられた．
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